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了´スダム′矛矩のス笏など多久白構盪

物のrι啜時|(ハlすうをた牲をえヨ呵τうに

め′そのよ`ジ 1サ こしてたイ本核型の猥

動家鮫ι行 'に。

1  腋 型 な ら" |` (実脅食うな玖め稚 暮

歿体メガ料|よ米i後クθ7～/2″れ′すリイ係数′″

の″ に多タレιな夕/の機社殉乞ラタ入したも

のとイ彙劇しrt。 このタタ'十を'′Lイ′`作成 と「1

派^オ 玖 で締め口め′ユ如鷹締婦だ験 によ

フて求めた摩擁魚あよひ`本̀活力は′それ

ぞれ,′/′ うκtt ζ`あフた。 lR鷲力粕|よ向角拓肖

子うイたり内め り%刀"高さラθ
い
長さ/′rの 人製

で′この中に二資琳ξ牲″ケ乞ρの敷 きな う

し, そめ二霧,|(衝 さ/多みの'す称雄 白めτ孔

4が2だヽ 7 / /レ“′標型 のプ蟷イタ|‡′ケ形 多″にご`

こ1(′キ4巧I I C商タイ乍レ“台監め口め猾 乞´′生

aaさ よリーた回数み下させ て‐本素|(行

の口め′4俸 イ171`奈イ2ドハ櫛夕 Z曰 り家 フ

て粛■夕した。 ラ久衡勾Йιlよ1'1′1:じ,1:20ニ

子夕′ ,口霧υ夜%lfく れ そ`れにつtうて′4″ル″

4′“れのよ段7皆じし、同´彙絋 色方夕円行

,た 。■■た のえ体模型 2旅 動 含二 ICめと

ンに月負嘔 で1薇動宏魚2徐 4に あ1デ、陥ルゑの

ン役1ズヵ′翡颯 にあよに
・
す燿動 の黎索′

こンtら し勾衝ιこの関イ糸とた 際あさい
・
写真

溺ヒ孝ク|をよ フてう同べκ。

2 実 験〔;果

舛 角の出現 |よ:す え`体頂考771■近 |(■IⅢ

3a叙 |(ょ って始 まり、 このときゐ蒻魚勿

敷 z´ にに保 ては`,数 矛ケ雑 風て'日'A考 り

衝 Z生 して商凛 ●うフガイトが多しヽ。 こ ハ鵜

チ晨04夕 より^a反 4ハ |ざ゙らっさ|すめ久騒ユ

ε)口 L平 臼

ロチλ″つ白出颯の1夕|   '西こ1:L5

(新ミ1名 4.夕““)

紳ア人洋工彰=7

考喘建設

工 興 O畑 中元 ラム

`員     キ 不スエ″魔

α)が い杉0寺の堤依

り 円 孤看り臼

-57-






